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はじめに
　日本の美しい農山漁村には，長い歴史があり，特別な生産・
生活様式を持っている．しかし近年，新たな生産形式を導入
し，村の原風景を崩しつづけている（農林水産省農村振興局
出版，2004）．少子化による，農村の人口が年々減少していて，
若者が故郷を離れ，都市で生活するようになっている．一方
で，農村観光事業が日々人気になり，住民たちの生活も昔よ
り大きく変わった．山や森林はもはや自然からもらった生活
の恵みだけではなくて，観光資源として利用のポテンシャル
もしだいに掘り出されている．そして，新しい変化に適応す
るために農村の空間利用も変化している．
　竹は日本の農業文化の一部であり，竹林生産地域において，
地域の風景及び住民生活の特性に重要な影響を与える．今ま
で，竹林景観と竹林利用の研究・調査が行われてきた．林野
庁の調査によると，昭和50年代から平成にかけて，日本の竹
林面積は増加しているが，近年，プラスチック等代替材の幅
広い使用と中国産竹製品の輸入などが原因で，竹林利用の需
要と供給が減少している（林野庁ホームページ）．竹林景観
の有名な地域である京都等では，竹林の管理状況と景観保全
施策を検討した結果，厳しい景観保全施策の対象外の地域に，
竹材や筍生産林として管理が行なわれ，竹林景観として維持
されていることが明らかにされている（木村ほか，2007）．
また，空間情報技術を利用し，竹林変遷の変容と特徴を把握
し，景観整備が行われている事例も明らかにされた（仙波，
2010）．竹林の管理において，伝統的におこなわれてきた間
伐法によるタケの場合，植生の変化に注意する必要あること
が指摘された（鈴木，2008a）．本研究の対象地である大多喜
町における先行調査を見てみると，大多喜町の竹林が拡大し
た原因は（鬼束ほか，2011），竹林整備コスト，維持管理の
担い手不足，竹の利用用途の減少，タケノコ生産者の高齢化
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などの問題が挙げられていた（鈴木，2008b）．さらに，竹林
周辺の土地利用は，竹林の拡大により，変化している．特に
農業用途としての畑や樹園地で急激に竹林化が生じていた
（鈴木，2008c）．これまでの研究によって，竹林は日本の重
要な産業物及び長い歴史を持つ文化的な景観要素として，里
山保全と景観再生のプロセス中で不可欠の役割を持ってい
る．今後，竹林における持続可能な景観整備及び人口が減り
つつある農村地域に相応しい土地利用の計画が不可欠と考
えられる．
　本研究では，タケノコの産業地である大多喜町において，
今も重要な生産要素と景観要素としての竹林を対象として，
1980年以来の竹林景観の空間の利用の変遷を明らかにし，タ
ケノコ産地における竹林利用の実態を検討したうえで，農村
地域の竹林景観の特徴を明らかにすることを目的とした．「タ
ケノコの里」という産業原風景として保存され，人々は美し
い里を大切にする意識を高める．また，竹林を適正に利用し，
地域振興とともに， 里山の持つ多様な機能の維持という観点
から，今後竹林の管理と景観の価値を考えるための知見につ
いても考察を加えた．
研究の方法
研究対象地
　本研究では，千葉県の房総半島における里山地域で，孟宗
竹の竹林の集中している地域であり，日本全国においても代
表的なタケノコの生産地である夷隅郡大多喜町を対象とし
て，検討を進めていくこととする．
　大多喜町は，千葉県の房総半島の東南部に位置する外房・
南総1）の集落である．郷土資料によると，孟宗竹が大多喜町に
初めて植えられたのは400年頃前の江戸時代の初期といわれて
いて，江戸時代から，タケノコは大多喜町の住民たちにとっ
て重要な農作物であり，タケノコ狩りは春を迎え，一年の農
事を始め，特徴的な生活様式である（千葉県文書館，2008）（大
多喜町，1991）．孟宗竹林の栽培がはじまった発信地として，
妙厳寺は江戸時代から多くの竹の種を寺の敷地に植えて，今
でも，竹林の風景で有名な場所である．また，大多喜町は，
千葉県最大の流域面積をもつ夷隅川が流れ，豊富な水資源は
河川地域の生態系を育み，河岸の植生には竹林の分布が顕著
である（大場，2010）．しかし，2015年の統計によると，大多
喜町の人口は9,676人であり，今後も，人口は減少が続く見通
しとなっており（千葉県総合計画部統計課，2016），高齢化が
日々深刻化している．平成12年（2000年）～27年（2015年）
までの大多喜町の人口減少率は7.4％であり，平成27（2015年）
年における高齢者の人口割合は39.4％となっている（西門・
国広，2015）．なお，近年，経済発展のため，タケノコ観光の
事業が開発され，地域原風景としての竹林資源の再開発と整
備不足の矛盾が現れた．例えば，整備する人員の減少による
年間三回の竹伐採作業は現在一部地域に一回しか実施しない
状態になっている．また，竹林の利用率の減少により，伐採
された竹かは放置される場合が多く見られている．
　大多喜町は豊かな里山自然風景資源を持つとともに，竹林
の栽培歴史が長い一方で，東京都や千葉県の中心部に近く，
都市発展と観光開発に影響を受けやすい地域である．関東地
方で里山保存及開発の計画について非常に重要な地域と思
われている．それに加えて，町内人口減少と高齢化により，
昔と比べると，竹林利用の方式と目的も変わっている．空間
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図１　大多喜町地区の位置及び周辺地形
の利用についても，多様な変化が見られると考えた．竹林の
植生変遷は，地域の空間の利用や文化継承にも影響を及ぼし
ていると考えた．故に，大多喜町は農村の景観振興に関する
研究にとって代表的な地域であると考えた．
　以上の理由から，千葉県夷隅郡大多喜町を対象地域とした．
空間の利用分析（空間情報分析）
　対象地である大多喜町では，多くの面積の孟宗竹の竹林が
生長している特有の環境にあり，農業生産や生活が行われて
いる地域は，竹林の空間の利用に関わっている．そこで，
1980年代以降大多喜町における土地利用の実態と竹林の変遷
を調査するため，国土地理院発行の２万５千分の１地形図
（1982年，1995年，2005年2017年）と1982年，1995年，2005
年2017年に撮影した空中写真を使用した．また，環境省によ
り植生調査された第３回調査（昭和58～61年度），第４回調
査（平成元年（1989年）～平成５年（1993）），第５回調査（平
成６（1994年）～10年度（1998年）），第６回調査（平成11（1999
年）～16年度（2004年））の４回の植生調査データを利用した
（表１）．その後， Arc GISを使って，各年代の植生調査図と
空中写真を参照し，竹林の分布を判読した．そして，2017年
のデータは，第６回の植生調査に基づき，2017の空中写真と
重ね合わせ，ArcGISで補足及び更新したものである．
　また，1980年代の竹林利用や大多喜町住民の生活様式に関
して，詳細な竹林の空間の利用を把握するため，現地調査を
行った．1991年に出版された「大多喜町史」のなど郷土資料
から，質問票を作成して，インタビュー調査を行った．調査
は，大多喜町観光協会の竹林観光開発事業を計画する事務員
たち２名と竹林を管理・伐採する大多喜町の住民４名，さら
に竹の職人の５人を対象として合計11名にインタビューを実
施した．インタビューは面接調査で行い，調査員が直接その
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表１　使用した植生図，空中写真，資料と年表
使用した植生図，空中写真，資料と年表
使用した資料 対象地域の主な出来事
1982年（昭和57）
1／2.5万空中写真
第３回植生調査
（昭和58～61年度）
1983年（昭和58）７月 中国政府たけのこ視察
1984年（昭和59） 観光物産センター落成
1985年（昭和60）５月 大多喜県民の森竣工
1985年（昭和60）５月 観光センター落成
第４回植生調査
（平成元年～５年）
1991年（平成３） 大多喜県民の森竹亭（清風亭）落成
1991年（平成３）５月 味の研修館落成
1992年（平成４） 大多喜町町内たけのこ狩り観光発信
1995年（平成７年）
1／2.5万空中写真
1992年（平成４） 中国蘇州市郊区経済友好考察団竹亭建設技術団来町
第６回植生調査
（平成11～16年度）
1995年（平成７） 夷隅川の８月１日を“川をきれいにする日”に制定
1999年（平成11）４月 街なみ環境整備事業がスタート
1999年（平成11）８月 休憩施設（道の駅たけゆらの里おおたき）スタート
2000年（平成12） 大多喜町新総合計画制定
2005年（平成17年）
1／2.5万空中写真
2003年（平成15）
千葉県「地域魅力アップモデル事業」モデル地区に「城と渓谷の街大多喜」が選定
される
2005年（平成17）５月 大多喜駅前に観光本陣完成
2006年（平成18）11月 産業フェア―inおおたき開催
2008年（平成20） たけのこの1000万円の出荷があった
2011年（平成23） 大多喜町上総地域で多喜町ゴルフクラブ成立
2013年（平成25）11月 大多喜町観光協会成立
2017年（平成29年）
1／2.5万空中写真
2017年（平成29）11月 台風の影響で，竹林損傷
2018年（平成30）９月 「第１回景観セミナー」開催
場で回答を得た．大多喜町の合計11名への調査内容では，近
年40年における大多喜町の竹林利用，管理，景観利用などに
ついて尋ねた．特に（１）竹の資源の利用方法，利用目的，
利用場所，管理システム，（２）竹林の空間の利用について，
1980年代以来管理されていたエリア，放置され拡散したエリ
アの土地利用実態，（３）タケノコの季節以外の時期，竹林
利用の内容，実益については詳しく聞いた．また，タケノコ
の季節にタケノコ狩りしに来た観光客14名については，利用
の実態と印象及び課題について尋ねた．これらの成果から，
一年の竹林利用の産業活動時間表と竹林景観変化の関係を
明らかにした．インタビューは平成30年（2018年）４月22日
と９月８日の二回実施し，1980年代以降大多喜町の竹林分布
エリアの空間の利用形態の考察を行った（千葉県，2014）．
さらに，インタビューと同日に現地調査をして，竹林空間の
景観要素構成要素を調査した．竹林変遷の調査結果により，
対象地において特色であり重要な生活環境と景観である夷
隅川河川流域にある竹林の拡大は，町の景観構成にも大きな
影響を与えることを考えた．そこで，夷隅川沿いの下大多喜
から紙敷中野を対象にして，空間の利用による竹林景観の類
型調査行った2）．現地で383枚の写真を撮影し，合わせて竹林
と周辺環境の景観要素の配置3）を観察し，その場で1,000分の
１縮尺の平面図で記録した．また，景観の構成と土地利用の
要素について，詳細な情報も記録した．写真撮影による記録
は，大多喜町街道の道沿い（図２）で100m程度の間隔4）で行っ
た．現地で，目視による調査に加えて，国土地理院発行の
２万５千分の１の空中写真の情報を補助データとした．これ
らの調査データにもとづいて，大多喜町の特徴であった竹林
景観形成のパターンについて考察を行った．
　以上の調査方法により，大多喜町における竹林の空間利用
の変遷と景観構成を把握し，今後大多喜町の地域振興による
竹林景観の価値を生かすために，考察を行った．
結果と考察
竹林の分布と変遷
　対象地における竹林は，主に平沢・川畑5）・紙敷・夷隅川
などの地域に分布し（関東経済産業局ホームページ），2017
年には竹林の面積は826haになっていた．そのなかの，約９
割は孟宗竹，１割は淡竹，笹など竹類植生である．
　調査結果により，1980年代から2017年まで，大多喜町にお
ける竹林全体の面積が広がっていった趨勢を明らかにした（図
３）．竹林の面積は，1984年に町全体の1.8%，239haを占め，
1995年に町全体の2.9%，375ha，2005年に町全体の4.49%，
580ha，2017年の6.4%，826haまで大きな増加が見られた．1990
年代から2017年までに竹林拡大している．しかし，拡大率は
大きく変わっていなかった．その中に，竹林拡大が顕著な場
所は平沢地域と紙敷地域に見られた．平沢地域は1984年の
105haから，2017年の265haまで拡大していて，「2017年度時点で」
対象地全体竹林面積の31％を占めた．紙敷地域には，1984年
の32haから2017年の134haまで拡大した．さらに，2000年以後，
竹林は山地から川沿い地域に拡散していく速度が増加し，夷
隅川の川沿い地域においても竹林の面積が大きく増えた．
1984年の48haから2017年の153haまで面積が増えた（図４）．
　大多喜町において竹林分布地域場所ごとに竹林が拡大し
ていた理由について考察を行い，竹林変遷のパターンを作成
した．竹林生長地・タケノコ栽培の中心地としての平沢・川
畑地区は地区ごとにタケノコ出荷組合を組織し，共同出荷制
をとっていた．しかし，1990年代以後，中国など海外のタケ
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図２　写真調査した大多喜町街道範囲図
ノコが輸入されたため，国内全体のタケノコ生産が影響を受
け，出荷量が少なくなっていた．そして，1990年から，大多
喜町の人口は減少し続け，減少率が拡大した6）．管理者の高
齢化などの原因と共に，タケノコの生産者は1980年代末の
233戸（千葉県文書館，2008）から現在の数十戸まで減少し
た．川畑においては，タケノコ栽培に長い歴史を持っている
地域である一方で小規模の竹林は個人が所有し，個人で管理
するため，人口減少による生産量や出荷量に影響が出やすい
状況にあった．1990年代後半から，生産の中心は大多喜町の
東南方位に位置する平沢区域に拡大した．そして，平沢地域
は，現在対象地においてタケノコの栽培中心地であり，1980
以前大多喜町全体竹林面積の約２分の１を占めていた．1983
年には，中国の蘇州からの中国政府の視察団が訪れタケノコ
視察をした7）．大多喜町の竹林は特色的な生産・景観要素と
して開発し始め，1990年代から，タケノコ狩りの観光事業が
始まり，町内（おもに平沢地域）に８箇所のタケノコ観光農
園が立ち上がった（千葉県文書館，2008）．千葉県勝浦など
周辺のエリアから観光客を集めていた．これらの理由で90年
代末から21世紀初頭にかけての海外タケノコ輸入による影響
があった一方で，多くの竹山で良い管理がなされて，平沢村
地域の竹林が拡大し続けていた．しかし，生活様式の変化に
より，平沢地域の人口高齢化及び過疎化などの事実が加わり，
2018年までに，タケノコ観光農園は５箇所まで減少していた．
そのため，2005年から2017年の間に平沢地域にある竹林の面
積は顕著に増えていたが，タケノコ生産林は集中化している
趨勢が明らかになった．また，紙敷地域においては，昔から
竹林の地域があるが，主に混在林と野生の竹林が中心であっ
た．竹林を整備する管理者がいないなど問題が現れ，混在林
に成長している竹は伐採せず，そのまま周辺環境に拡大して
いった．1980年代から2005年頃まで，竹林の拡大は顕著であっ
た．2000年大多喜町総合計画が立ち上がって（大多喜町，
2018），町内森林整備の事業を促進し，紙敷地域の混在林に
ある竹林の拡散速度は穏やかになった．そして，夷隅川沿い
地域においては，竹林が生長しやすい環境であり，流域には
民家，人工林，畑などの土地利用が多くて，人の生活環境に
関わる環境である．しかし，近年夷隅川の水路運送の利用機
能の減少，夷隅川沿いの環境整備の人員が足りなくて，竹林
の拡散は特に速かった．2000年に夷隅川河川地域整備計画が
立てられたが，2018年まで川沿い竹林の拡大問題は未だ深刻
な状態であった．
　これまでの調査から，対象地において，管理されている竹
林の面積はこの数年減少している8）．一方で，管理せず自然
35?????????????????????????????????????????
図３　1970年代から2017年大多喜の竹林変遷
図４　大多喜町全域及び一部地域の竹林面積変化図
に生長している竹林の面積はかえって増加していたことを
把握した．そして，管理されている竹林の新旧交替には５年[i]
程度の期間がかかる一方で，整備が足りないと，竹の根茎は
周辺地域に進入し，幅広く拡大できる．竹林は農地，川沿い，
空き地など地域に続けて拡大し，長い時間がたって，土地利
用の空間構成に大きく影響を与えた．今回の研究は，今後大
多喜町の竹林の変遷を把握するため，大多喜町の竹林の変遷
パターンを作成し，類型化，考察を行った（図５）．対象地
において，農業生産地域，集落定住地域，森林地域，河川地
域など特定な場所の現地調査結果により，山エリア・農地（敷
地）エリア・河川エリア三つの空間の利用型を分類し，五年
に一段階，竹林変遷のパターンモデルを作成した．山エリア
において，大多喜町の山地には竹とスギなどを中心に生長し
ていて，混在林の地域で，竹林を伐採せずに自然に拡大する
と，比較的成長も早いために，高木の代わりに優勢となりや
すい．竹林は民家の農地・敷地においては，農業生産活動進
行する主な場所として，土地は人工的に開発され，単一的な
植生の特徴を持っている．そのため，山地の近くに位置する
農家には竹林が侵入しやすい，大多喜町の農家数の減少によ
り，放置されている畑や果物林などの地域で，竹林が拡大し
ていた．夷隅川のエリアでは，竹林は水分を得ることができ
るため，根系が川岸から対岸に広がることができるので，竹
林が広がる川沿いの地域では，両岸が竹林の景観を形成して
いるのが見られる．
　これらの趨勢から見ると，対象地において人口減少による
農産業が下がっている地域には竹林の拡大の可能性が高い
と考えた．また，山などの地域では，竹林の人為的な管理が
ないと，生態系保全及び植生の多様性に大きな影響を与える
ことを考えた．今後竹林整備と管理については，大多喜町に
おける竹林の管理を効率的に幅広い範囲で実施するために，
それぞれの土地利用の特性に従って，土地利用ごとに新たな，
類型的な整備計画を提案すべきだと考えた．
竹林利用と空間の利用の変化
　対象地には，日本の貴重な里山地域であり，農業文化の長
い伝統の歴史を持つ，生活・生産は竹林利用から離れられな
い関係がある．そこでは，竹林の空間の利用の変化と竹林利
用の関係が密接である．同時に，昭和末期から現在まで，時
代の発展に従い，対象地の地域景観も変化した．
　1980年代と2018年の各年代で，竹林の分布地域の各構成要
素において土地がどのように利用されていたのかを，土地利
用型により，表２に示した．そして，2018年現在対象地にお
いて竹林の土地現況を把握するために，竹林と関係産業の管
理活動について，表３に地域ごとの結果を示した．
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図５　大多喜町地区の竹林拡散のパターン
　竹山については，1980年代と2016年代とともに，大多喜町
の竹山はタケノコと薪炭材の採取場として利用され，特に平
沢地域の山には，中心のタケノコ生産出荷しとして利用され
た．1980年代頃，タケノコ産業盛んでいることにより，タケ
ノコの生産は一時的に盛り上がっていた．同時に，竹林の利
用様式も生産に応じるため，多様性が後から高まった．大多
喜町の一部竹林もノリの「竹ヒビ」の加工場[i]として利用さ
れていた．村に近い竹林の中では，竹林管理のサポート施設
なども設置していた．その後，タケノコの生産は外国製品の
輸入のため影響を受け，2000年大多喜町総合計画により，竹
林の利用は生産型利用から，観光・生産型に転換し，2018年
現在には，竹の山の一部はタケノコ狩りの観光農園として開
放された．現在，大多喜町町内ではタケノコ観光園５箇所，
管理者は統計によると20人程の規模である．また，外部から
のを集めるため，竹林の中に，散策道を作る計画が立ち上がっ
て，現在実施している現況である．そして，竹の加工場は生
産地から離れ，その機能はどんどん消えていた．
　現在の竹山の竹林利用については，一年を通した産業活動
が明らかになった．毎年１月～２月，山のいのししを防止す
るため，電柵設置の作業をすると同時に親竹の伐採も行う．
３月の下旬から５月の頭はタケノコ狩りの時期である．そし
て，子竹伐採の作業を行い，７月から冬までは林道の整備作
業を行う．11月から来年の２月まで，親竹の伐採の仕事をま
た進める．以上より，大多喜町において，タケノコ生産地の
竹の山など地域で竹林の利用は主に春から秋まで，タケノコ
の時期が短いため，新たな利用形式を考えるべきである．近
年の林業整備が始まり，日本にあるほかの竹林景観の事例を
参考し，「竹の里」というエンタテインメント的な景観整備・
施設が必要であると考えた．
　混在林については，1980年代と2016年代とともに，主に薪
炭林として利用され，食用植物生産については，茸類の栽培
も行われた．1985年５月，人工の森，大多喜町県民の森竣工，
竹林が分布された混在林（人口林）において，空間の利用の
形式が増えた．1985年竹亭（清風亭）落成し，竹をテーマと
した文化センターが設立され，大多喜町の混在林は町の住民
たちの文化・伝統工芸など交流の場として活用された．2011
年大多喜町ゴルフ倶楽部を成立により，町内一部の混在林が
開発され，商業運営のゴルフ場になった．そのため，ゴルフ
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表２　大多喜における1980年代と2018年竹林分布区域の空間の利用の変化
空間利用と機能
??????
竹の山
混在林
河川
敷地
タケノコ採取
農業生産活動の展開場（加工，製品製造）
薪炭材採取
生物多様性と生態系保全用途
茸類栽培
農耕農地 水運用途
景観植生帯 生活用途
?????
竹の山
混在林
河川
敷地
タケノコ採取 薪炭材採取
散策道・遊歩道整備
観光事業開発
商業施設導入
生態系保全
茸類栽培 ゴルフ場開発
農耕農地
景観植生帯 生活用途
表３　現在の大多喜町の竹林と関係産業の土地利用別の年間行事
場になった混在林の中の竹林は，一部が伐採された一方で，
わずかな竹林は生態系保全区域として，ゴルフ場の中に残さ
れた．混在林は豊富な生物多様性を持つ，竹林や高木林の中
に，たくさんの食用植物が生まれ，季節によって豊かな景色
が見られるが，町開発事業とともに，混在林の利用は単純な
生産用途としての利用から，商業施設としても利用し始めた．
かつて竹林と他の雑木林によって形成された生態系は，どう
維持するのか，開発行為を行う際に考えるべきである．
　川沿いにおいての土地利用は，1980年と2018年には大きく
変化した．町内に流れている夷隅川は，1980年代では川沿い
に，農地と集落が分布し，農業生産として利用していた．
2018年には，水路の利用はほぼなくなり，竹林拡大のため，
川沿いにある農地も減少していくことを明らかになった．ま
た，竹やスギなど薪炭材の採取について，現在と1980年代は
大きく変わってなかった．夷隅川川沿い竹林分布地域の現在
の土地利用の年間活動も把握した．１月～２月，一部河川流
域の整備を行い，短期間混在林・竹林を整備する作業を行い，
また通年を通じて東総元から総元の川沿いで，遊歩道の工事
を行われている．５～６月に，夷隅川の渓谷において蛍の観
光事業が２，３年頃から始まった．
　河川流域に竹林景観の拡散は，生活生産様式に深刻な影響
を与える．竹林の拡散の問題で竹の根系は河川にとどまる，
川の生態系を影響する危険性があるに加え，農地の侵入など
悪い影響がある一方で，夷隅川の竹林は大多喜町の原風景と
して，様々な要素とともに，自然と人工を組み合わせ，高い
景観価値を持っていると考える．そこで，地域再生，風景品
質を高めるため，新たな竹林管理理念と手段を導入すべき，
竹林の整備手段も河川の各流域によって，相応しい管理手段
が必要である．
　敷地に置いては，1980年代と2018年代の竹林利用と空間の
利用は大きく変わってなかった．ただし，現在，タケノコ観
光事業の開発により，食事の場所が増えていき，周りの竹林
の景観整備も見られた．
　以上の空間の利用ごとの結果により，対象地の竹林は様々
な環境に育っている．そのため，さまざまな特徴の利用方法
と景観資源を形成して，これらの景観資源はまだ大きな潜在
力を持っていると考える．
空間の利用による竹林景観の特徴
　夷隅川川沿い地域は対象地において竹林の拡散は顕著的
な地域であり，大多喜町町内では最も生産生活に関わる河川
である．対象地の地形は山地が多いため，夷隅川の両岸の地
勢は豊かな多様性を持っている．竹林の景観要素を含め，河
川地域の風景は特徴的な雰囲気を形成した．そして，空間の
利用の変化により，川沿いの竹林景観は自然遷移を経って，
長い歴史の中自然に形成されたものであるし，一部の竹林景
観は人為的な管理で形成されたと考える．以上の理由で，本
研究は夷隅川の中流区域：下大多喜から紙敷中野までのエリ
アにおけるおよそ100メートルおきに８箇所の景観の類型を
まとめて，図６のように構成パターンを作成した．
　結果について，景観要素は竹林・雑木林・畑・川・山・神
社・城・民家・道路・橋梁9）ごとに分かれて，メイン視線の
中に，竹林を見えるのは８箇所，畑３箇所，川６箇所，やま
５箇所，神社２箇所，大多喜城１箇所，道路３箇所，民家各
４箇所，橋梁６箇所の結果が見られた．その中に，竹林は大
多喜町夷隅川川沿い特徴的要素として，ほとんどの景観視線
の範囲内に現れる．そして，竹林の生長様式により，異なる
特徴な景観を形成した．渓谷両側の自然竹林は乱れて伸び，
生い茂る前景を形成し，立体的な景観を形成した．民家など
集落の周辺の竹林は管理され，道沿いや農地沿いに整然と配
置され，連続的な景観を形成した．また，川を渡る橋は人工
的な景観として，自然の竹林や雑木林と組み合わせ，対照的
な景観を形成した．そして，夷隅川の橋は主に赤色で，これ
も一つの代表的な景観と考える．大多喜町城は１箇所しか見
えないが，対象地においては，唯一の象徴的な要素として，
竹林と組み合わせ，シンボル的な景観構成と考える．神社と
民家など要素は，里山集落文化的な景観構成として，対象地
の場合は，建物や神社は竹林にかこまれ，歴史がある文化的
な景観を形成した．
　これらの結果により，夷隅川における竹林は様々な風景様
式を形成しており，景観の構成は土地の空間要素に影響を受
けていたと考える．全体から見ると，大多喜町の竹林景観は
連続性，象徴性と農業の生産性など特徴が持っている．町内
において，大多喜城や鉄道の赤い橋梁など人工的な文化要素
と組み合わせ，豊かな意味を与えられ，連続・立体的な景観
価値を持っていると考える．今後，竹林地域の整備は，空間
の利用の特徴を考えながら，地域要素との調和の計画が必要
である．
総合考察
　これらの調査により，1980年代から，対象地における竹林は
拡大していたことはタケノコの生産による影響を加え，地域的
な政策や社会的な背景を受けたものであるが明らかになった．
　竹林の変遷は，この地域の土地利用の変化と，竹林の管理
に重要な関わりがあると同時に，竹林の変遷は土地の空間利
用にも大きな影響を与えてきたことを明らかにした．また，
竹林の空間の利用の様式が地域の竹林景観に影響を及ぼす，
対象地における竹林の空間様式は，地域の特性をもっている
ことを考察した．
　対象地において竹林景観の変遷の特性として，以下の通り
である．①竹山地域では，近年竹林はタケノコ生産地として
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利用されており，一方では竹林景観の管理や整備が十分であ
るが，近年は地域人口の減少や高齢化の問題で，竹林の生産
利用率が減少していた．この問題を緩和するために，現地で
は観光事業開発の政策をとって，タケノコ狩りのシーズンを
宣伝し，竹林を景観化にするための林業道や散策道を整備す
るなどの対策が行われていた．外部からの人たちの注目を集
めることを一つの目的として，地域産業の活性化および持続
可能な発展に積極的な対策と考える．②河川地域では，土地
利用の変化は竹林の拡大に影響しやすいと考えた．夷隅川沿
いにおいて，1980年代以来，河川の利用と機能は大きく変わっ
た．水路と農業を中心とした機能から観光など開発用途に転
換した．流域の竹林の管理・整備が，竹林は山地の区域から
川辺に広がり，管理を欠いた田畑に広がっていたことが明ら
かになった．しかし，土地利用が大きく変わったが，対象地
の河川地域における人工的な構造物と自然の風景を組み合わ
せ，河川地域の竹林は豊富な地域資源を持っていると考えた．
今後の土地利用開発及び空間の利用はこの２種類の要素を合
わせて考える必要がある．地域計画の時，川沿いの竹林の拡
大を防止する課題も考えるべきである．③敷地及びほかのエ
リアでは，竹林と空間の利用は大きく変わっていなかったが，
観光など事業の導入のため，竹林は景観としての価値が，
2018年の大多喜町の第１回景観セミナーによって重視される
ようになった．
　次に，空間の利用の変遷により竹林景観の特徴を把握し
た．①単一の土地利用形式や竹林で構成されたシンボル的な
竹林景観，②集落，農地などの土地利用形式で構成された水
平的な連続性がある竹林景観，③川沿いの多様な空間の組み
合わせにより形成した立体的な竹林景観，これらの景観特性
に基づいて，空間の構成と土地利用の計画に対して，竹林の
地域的特徴を発揮することには価値があると考えた．また，
1980年代以来，生産と生活様式の変化により，土地利用，自
然景観の構成や機能も環境に適応するために変化してきた．
この数年，地域の原風景が改めて重視され，地域復興事業が
日本で発展しており，原始的な景観の美的価値も社会的に認
識され始めた．そして，竹林の変遷のパターンを研究するこ
とで，将来，夷隅川沿い地域・平沢・敷紙など地域の竹林が
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図６　大多喜町夷隅川川沿い地域竹林の分布図及び①－⑧地点の景観類型
景観資源として，利用と開発が予想される．
　本研究では，対象地大多喜町において，竹林の景観の変遷
や竹林の土地利用形式の変化を研究し，景観の地域性と独自
性を発揮するには重要な意味を持っていると考えた．そして，
地域の人に竹林の景観の価値を認識するために，今後，対象
地における竹林利用の認識調査の必要があると考えた．
おわりに
　農業生産・生活を中心にする日本の里山里地が持つ特性は，
それぞれの独自性を持っているのである．そのため，地域の
原風景を保存するために，地域における景観整備やまちづく
りの計画は，地域の独自性を活かしたものが必要である．し
かし，時代の流れに連れて，里山の景色が大きく変わった．
対象地大多喜町でも，1980年代以来地域資源の構造の変化や
観光事業の導入などの原因で，農業生産も大きく変化し，空
間の利用も変化した．竹林は対象地の地域にある特徴的な景
観要素として，今後の景観整備や町再生にも，もっと重要な
役割を果たすべきだと考える．その点で，他の竹林名勝地域
を参考し，生産型利用から，観光・生産型利用まで転換する
特徴的な計画立案が必要である．
　今後の提案としては，大多喜町における夷隅鉄道，鉄道橋，
夷隅川，竹林の景観など要素で形成された地域の独特な原風
景を保存する必要があると考えた．また，夷隅川川沿いの回
遊性を増やすためには，両岸の竹林を整備する以上，遊歩道
や休憩施設を増加することも必要である．施設などを改善す
ると共に，竹という地域の特色を生かした材料を活用するこ
ともできると考えた．
　本研究は，大多喜町の限定的な地域における竹林に関する
研究にとどまったため，他の地域の比較による生産様式や土
地利用変遷の特徴については言及できなかった．今後は，日
本のほかの地域や，海外の竹林生長地域における竹林の利用
と変遷を把握する必要である．
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脚　　注
１）南総：紙敷国の別称．現在の千葉県中部（房総半島北部）を
占めた旧国名．
２）詳しく図表図２と図４を参照：1980年代から現在このエリア
の竹林の変遷が顕著に見られた．
３）風景の連続性を意識できる，自然と人工物の要素分布を示す． 
４）グーグルマップで100メートルごとに距離を確認し記録した．
５）川畑：千葉県夷隅（いすみ）郡大多喜町にある地名．平沢の
東側とつながる地域．
６）国勢調査により，大多喜町の人口は昭和22年から減少し始め，
平成７（1995年）年の減少率は4.09%，平成２年の1.26％より
減少率が拡大した，また，平成27年（2015年）まで，人口減
少率が7.76%となっていた．
７）2018年９月８日のインタビュー調査により，大多喜町観光協
会A氏から取材した情報．
８）2018年４月22日のインタビュー調査により，平沢村タケノコ
園K氏からの情報より．
９）この７つの要素は他の景観特徴に関する文献を参考し，現地
で観察した上，撮った383枚写真の中に，90％以上現れた景
観要素である．
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